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一般照明用光源としてけい光ランプの普及はめざましく， 各種の照明施設に広く使用され て い

る． 最近のけい光ランプは品質が向上し， 効率， 光束維持， 寿命， 演色性などの諸特性が良くなっ

ている．

　

けい光ランプの光束は点灯時間にともなって減衰する．・その原因として，

　

（ａ） 水銀蒸気の放電により発生する紫外線（２５３，７ｎｍ）がけい光体を劣化させること′

　

（ｂ） けい光体と水銀●， 管内の残留ガス， ガラス管より析出される有害な物質とが反応してけし・

　　

光体を劣化させること

　

（ｃ） 陰極物質が蒸発消粍し， 管壁に付着すること

などがあげられる，

　

けい光ランプの光束減衰の割合はランプの大きさ， 種類， 点灯方式， 製造者などの違いにより異

なってくる， 光束減衰についての資料はすでにいくつか発表されているが， 本稿では市販の
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けい光ランプについて測定した結果を報告する．

２． 実

　

験

　

方

　

法

２，１

　

供試けい光ランプ

けい光ランプは現在市販されている
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白色ランプで，６社の製品を１２本とり， 測定の対象

とした．
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実験方法および電気測定回路
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Ａ

　　

Ｗ

　　　　　　　　　　　　　　　　

いるが （小掘，１９６６）， グロースター

　　　　　　　

球形光刺十

　　　　　　　　　　

タ点灯方式では， 点滅ひん度を大き

第１園

　

電気測定回路

　　　　　　　　　　　

くとればその影響は多く， 小さくと
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；れば， すなわち長時間連続点灯の場合は少ないといわれている（広田他，１９６６）． 今回の実験では，
ランプの点滅については１回あたりの点灯時間を１００時間（ｌｏｏｈ／回）とした．

　

ランプからでる全光束の測定法には配光法， 積分球法（光束計法）があるが， 本実験では積分球

法（１米球形光束計を使用）を採用した， ｛すい光ランプの電気測定回路を第１ 園に示す， 初点灯時

より１，０００時間までは１００時間毎に， 以後２，０００時間までは２００時間毎に， それ以後は５００時間毎

に測定値を求めた，

３， 実験結果と考察
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第２図

　

けい光ランプの光東減衰曲線

第１表

　

供談ランプの全光束
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実験結果は第１表， 第２表と第２図に示す， 第１表は初点灯時～８，０００時間点灯した時の全光束

値を示したものである， なお全光束は１社２本のランプをとり１グループとし， その平均値をとっ

ている． 第２表はグループ毎のランプの各点灯時間における光束減衰を示す． 第２図は各点灯時間

における光束減衰の動程を示したものである．

　

けい光ランプの光束は点灯時間とともにけい光体の劣化， 管壁の黒化によって減少する， 初点灯

時より，１００時間までが最大で，１，０００時間以後はゆるやかに減少していく｛照明学会，１９６８）． 点灯

１，０００時間で約１０％の光束減衰を示す資料（例えば三菱電機，１９６５）と比較して今回の実験では， 第

２表に示すように平均６，８％で， １０％に近いものは第３グループの２本であった． これは供試ラン

プの 製造後のエージングの時間が 不明であり， 初点灯時の光束値は 入手した時点での値であるの

で， 前記の結果がでたものと推察される， 点灯２，０００時間で平均１３％， ８，０００時間で平均２６．９％と

なっており， ０～２，０００時間で８，０００時間まで全減衰量のまを占めている．

　

点灯８，０００時間における光束減衰は ４０Ｗランプ （Ｆ４０Ｓ・Ｗ） の場合１０％強 （照明学会， １９６８）

であるが‘

　

供試・２０Ｗ

　

ランプの場合は約２７％と大きくなっている． 特に第３ グループのランプは

３３．７％と他のランプより大きく， 第４グループのランプの２１．９％とは大きな差となっている． 使用

条件や他の諸特性を考慮しなければならないので， これによりランプの優劣は論じられないが， 光

第２表

　

各点灯時間における光東減衰
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１，０００ １１．Ｉ ５，Ｏ ６，８

２，０００ １７，８ １１，０ １３，２

４，０００ ２３，７ １７，２ ２０．Ｏ

６，０００ ３０，５ １９，５ ２３，７

８，０００ ３３，７ ２１．９ ２６，９
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束維持特性については大きな差異が認められた， しかし同一製造者による品質のばらつきは少なく

大体同じ傾向を示している，

　

けい光ランプの黒化状態には， 短時間の点灯で， 陰極物質が過度に飛散するために陰極周辺の管

壁に黒い模様のあらわれる斑点状のもの， ランプの口金から数ｃｍ のところに帯状の環ができるも

の， ランプの口金から数ｃｍ のところまで全体が黒くなるものなどがある，

　

供試ランプの点灯８，０００時間における黒化の状態は， 寿命末期にあらわれる管端部全体が黒くな

るものはなく， 帯状の環のできたものは８本， 斑点状のものは３本， ほとんど黒化現象のあらわれ

ないものは１本となっている， 点灯中よりも始動時においては， イオンの衝撃により陰極が過熱さ

れ， またはスパッタリングを起し， 多量の陰極物質が蒸発消耗し， 管壁に付着する（杉本他，１９６８），

したがって点滅ひん度を大きくとれば黒化の割合は大きくなる， 本実験の供試ランプの黒化度は，

点滅ひん度（ｌｏｏｈ／回）を小さくとっているので， 通常の使用状態（例えば３ｈ／回）のランプより小

さいと考えられる，

　

けい光ランプは点灯時間にともなって光束は減衰するが， 消費電力はほとんど変わらないので，

効率（光束／電力）は悪くなる， 最近のけい光ランプは寿命が長くなったといわれているが， 絶対寿

命にいたるまで使用すれば効率が下がる． したがってランプの経済的交換時間を考慮する必要があ

る， これについての資料（小掘，１９６７）によれば， 白色２０Ｗ

　

ランプを一般家庭用として使用した

場合には約５，０００時間（１日に点滅２回で６時間点灯， その時の光束減衰は２５％）で年数にして約２

年となっている． 交換時間における

　

２０÷Ｗ

　

ランプの全光束は， 初光束を１，１４０１ｍ とすれば約 ８６０

１ｍ となる． したがって ８６０１ｍ 前後の光束を， ランプの経済的交換時間における光束値の限度と

して考える，

　

供試ランプの５，０００時間点灯時における光束は， 第１表に示すとおり， ２つのグループのランプ

は ８６０１ｍ となっており， すでに交換時間に達していることを示している，
６，０００時間においては

１グループ，７，０００時間においては１グループ， ８，０００時間においては２グループのランプが各々交

換時間に達している．２０Ｗ ランプの平均寿命は１００時間点灯（ｌｏｏｈ／回）で， 約９，０００時間（小掘，

１９６６）となっているが， 光束減衰を考慮すると， 供試ランプの経済的交換時間は５，０００～８，０００時間

となる． このように， 製造者によって大きく異なった値をとることが認められた，

４， む

　　

す
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今回の実験より２０Ｗ けい光ランプの光束減衰の一般的な傾向を把握できると考える， 以上の結

果をまとめると次のようになる，

（１） 点灯初期より２，０００時間くらいまでの間においては， 光束の減衰は大きいが， それ以後では

　

ゆるやかに減少していき，１，０００時間当たり２％強の減衰を示している．

（２） １００時間連続点灯で， ８，０００時間におけるランプの管端部の黒化現象は， 光束に大きな影響

　

をあたえる程度のものは認められなかった．

（３） 供訳ランプの経済的交換時間は， 製造者により大きな差異があり， ５，０００～８，０００時間となっ

　　

た， 点滅による光束減衰と長時間連続点灯によるそれとの相関関係を確認していないが， 今回

　　

の実験よりも点滅ひん度を大きくとれば （例えば

　

３ｈ／回）， ランプの交換時間は更に短縮され

　

ると考えられる，
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